避難訓練について
ひまわり園　藏内

　消防法に基づき、年に２回(６月と３月)火災を想定した避難訓練を実施している。参加者は利用者、職員、厨房職員(3名)で実施。出火想定場所は、パン室、製菓室、厨房を想定している。避難場所は正門前とし、訓練を繰り返し行うことによって、火災発生時の避難場所として利用者にも周知ができている。利用者には、避難時は、押さない・走らない・しゃべらない・戻らないの徹底を伝え、また、避難後も静かに待機するよう促している。避難訓練を実施する際は、職員配置(利用者担当)を予め決めているが、実際の火災を想定して、予め担当配置を決めずに、職員間で連携を取りながら行う方法も検討していく。避難訓練については、利用者の慣れがあるという意見も出ているが、慌てず落ち着いて避難することができていると捉えることもでき、実際に火災が発生した際も、訓練を活かして避難できるとよいと考える。
　今後は、水害を想定した避難訓練(垂直避難訓練)も計画し行う予定。室見川からの浸水があった際、ひまわり園での避難場所は、２階の作業室や陶芸棟となる。火災の時の避難場所と異なるため、水害の際の避難場所として、新たに利用者・職員に周知する必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
